
JA－900 フッ素樹脂フィルム貼ガラスクロス

品 質 性 能 試 験 報 告 書

試験名称：空調ダクト用キャンバスの加熱伸縮試験

試 験 体 ：フッ素樹脂フィルム貼ガラスクロス（ＰＴＦＥ／ガラスクロス）

寸 法 ：100 ㎜×100 ㎜×1.4 ㎜ 数量 3 個

試験方法：① 試験片の長手方向及び幅方向について、それぞれの中央部の長さ（LO）をノギス

を使用して、0.05 ㎜まで測定した。

② 試験片を下記の表に示す温度に設定した乾燥機の中で 1 時間加熱した。

③ 試験片を乾燥機より取出し26℃の室内で30分間放冷した後に加熱後の長さ（Ｌ1）

を①と同様に測定した。

④ 加熱前後の試験片の長さから、以下の式を用いて伸縮率を算出した。
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Ｓ ：伸縮率（％）

Ｌ0：加熱前の試験片長さ（㎜）

Ｌ1：加熱後の試験片長さ（㎜）

試 験 日 ：2025 年 7 月 3 日

試験片番号

伸縮率（％）

Ａ

加熱温度 160℃

Ｂ

加熱温度 200℃

Ｃ

加熱温度 240℃

長手方向 長手方向 幅方向 長手方向 長手方向 幅方向

1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

※ フッ素樹脂フィルムの剥離及び強度は各温度帯において無いことを確認した。

※ 加熱伸縮率確認のため、社内試験において 1 時間の強熱試験を行い、同じ試験体を使用し

160℃・200℃・240℃と連続して各温度にて測定する。

※ 上記のデータは実測値に基づくものであり、保証値ではありません。
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